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草
の
根
援
助
の
具
体
的
な
例
を
紹
介
す
る
。
と
く
に
筆
者
が
そ
の
竣
工
式
に
実
際
に
出
席
し
た
も
の
を

取
り
上
げ
て
説
明
す
る
。
ま
た
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
実
例
や
他
ド
ナ
ー
の
援
助
も
簡
単
に
紹
介
す
る
。

一
　
教
育
案
件

　
ニ
カ
ラ
グ
ア
に
は
、
小
学
校
が
八
五
〇
〇
校
以
上
、
中
学
校
が
一
三
〇
〇
校
以
上
あ
る
と
い
わ
れ
る
。

し
か
し
学
校
建
設
の
要
請
は
、
草
の
根
を
通
し
て
頻
繁
に
来
て
い
る
。
教
育
年
齢
に
達
す
る
子
供
の
人
口

が
急
激
に
増
え
る
の
に
学
校
建
設
が
間
に
合
わ
な
い
の
と
、
教
育
予
算
の
不
足
が
影
響
し
て
大
使
館
に
は

数
多
く
の
要
望
が
寄
せ
ら
れ
る
。
ま
た
、
当
地
で
は
日
本
の
一
般
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
無
償
を
使
用
し
た
学
校

建
設
が
手
厚
く
行
わ
れ
て
お
り
二
〇
〇
六
年
度
末
ま
で
に
小
中
学
校
を
一
四
三
校
建
設
し
た
。
さ
ら
に
二

〇
〇
七
年
度
末
ま
で
に
六
五
校
、
合
計
二
〇
八
校
の
建
設
が
計
画
さ
れ
た
。
一
方
、
草
の
根
援
助
は
地
元

の
業
者
、
地
元
の
建
材
を
使
う
関
係
で
低
コ
ス
ト
に
で
き
る
利
点
が
あ
る
。
二
〇
〇
六
年
度
末
ま
で
に
草

の
根
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
小
中
学
校
（
養
護
学
校
等
の
特
殊
学
校
を
含
む
）
の
新
改
築
、
増
築
、
修
繕
は
七

三
校
に
達
し
た
。

　
こ
こ
で
紹
介
す
る
学
校
建
設
は
、
ヌ
エ
バ
・
セ
ゴ
ビ
ア
県
ウ
ィ
ウ
ィ
リ
市
の
山
奥
に
あ
る
農
村
小
学
校
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の
案
件
で
あ
る
。
二
〇
〇
六
年
に
申
請
さ
れ
、
ピ
タ
・
エ
ル
・
ホ
ボ
地
区
の
小
学
校
の
一
教
室
を
取
り
壊

し
て
二
教
室
を
新
築
、
お
よ
び
オ
コ
ン
ワ
ス
地
区
の
小
学
校
の
二
教
室
を
取
り
壊
し
て
三
教
室
を
新
築
す

る
も
の
で
あ
っ
た
。
後
者
は
井
戸
の
掘
削
も
含
ま
れ
た
。
総
費
用
は
申
請
ベ
ー
ス
で
七
七
九
万
円
で
あ
っ

た
。
申
請
団
体
は
ヌ
エ
バ
・
セ
ゴ
ビ
ア
県
の
ウ
ィ
ウ
ィ
リ
市
だ
っ
た
（
ウ
ィ
ウ
ィ
リ
市
は
コ
コ
河
を
挟
ん
で

ヒ
ノ
テ
ガ
県
に
も
あ
る
）
。
同
市
役
所
は
、
二
小
学
校
に
必
要
な
机
付
き
椅
子
な
ど
の
教
室
用
家
具
約
二
三

〇
〇
米
ド
ル
相
当
を
負
担
す
る
こ
と
を
約
束
し
た
。
調
印
式
は
二
〇
〇
六
年
六
月
二
三
日
に
大
使
館
で
行

わ
れ
た
。

竣
工
式

　
と
に
か
く
非
常
に
遠
く
、
深
い
山
奥
に
あ
る
小
学
校
で
あ
る
。
こ
の
竣
工
式
に
は
、
ウ
ィ
ウ
ィ
リ
市
の

近
く
に
あ
る
キ
ラ
リ
市
の
水
道
案
件
、
お
よ
び
テ
ル
パ
ネ
カ
市
の
水
道
案
件
の
竣
工
式
を
合
わ
せ
て
一
泊

二
日
で
行
く
こ
と
に
な
っ
た
。
さ
て
、
二
〇
〇
七
年
三
月
一
五
日
の
朝
七
時
に
マ
ナ
グ
ア
を
出
発
し
て
、

陸
路
パ
ン
・
ア
メ
リ
カ
ン
・
ハ
イ
ウ
ェ
イ
を
ラ
ン
ド
ク
ル
ー
ザ
ー
で
北
に
向
か
う
。
草
の
根
班
の
Ｋ
さ
ん

が
同
行
す
る
。
ヌ
エ
バ
・
セ
ゴ
ビ
ア
県
は
ニ
カ
ラ
グ
ア
の
最
北
端
、
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
と
国
境
を
接
し
て
い

る
。
そ
こ
の
キ
ラ
リ
と
い
う
町
ま
で
五
時
間
か
け
て
正
午
に
到
着
。
ウ
ィ
ウ
ィ
リ
市
長
の
ペ
ド
ロ
・
カ
ス

テ
ィ
ー
ヨ
氏
、
警
察
と
軍
の
代
表
が
わ
れ
わ
れ
の
到
着
を
待
っ
て
い
た
。
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
東
に
進
む
。
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写真32. 　乾季に咲くコルテスの黄色い花

乾
季
の
山
は
ほ
と
ん
ど
枯
れ
た
木
々
で
覆
わ
れ
て
い

る
。
所
々
に
目
の
覚
め
る
よ
う
な
黄
色
い
花
を
つ
け

た
木
が
見
え
る
。
コ
ル
テ
ス
と
い
う
木
だ
そ
う
で
あ

る
（
写
真
32
参
照
）
。
約
四
五
分
で
ピ
タ
・
エ
ル
・
ホ

ボ
山
中
の
小
学
校
に
到
着
し
た
。
蝉
の
声
が
う
る
さ

い
ほ
ど
耳
に
響
き
、
山
全
体
が
鳴
っ
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。

　
新
築
の
教
室
は
、
山
の
中
腹
に
建
て
ら
れ
、
周
り

は
見
渡
す
限
り
の
山
々
に
囲
ま
れ
て
い
る
。
青
い
屋

根
、
白
い
壁
が
日
光
を
反
射
し
て
ま
ぶ
し
い
。
隣
に

旧
校
舎
が
残
っ
て
い
る
が
非
常
に
粗
末
な
も
の
だ（
写

真
33
）
。
窓
は
が
ら
ん
ど
う
で
あ
る
。
授
業
中
に
虫

や
小
鳥
が
飛
び
込
ん
で
き
た
だ
ろ
う
。
ま
た
、
雨
季

に
は
窓
か
ら
雨
が
入
っ
て
き
た
り
、
屋
根
の
雨
漏
り

も
し
た
で
あ
ろ
う
。
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写真33. 　市長と旧教室

写真34. 　新教室内部
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式
典
は
新
教
室
の
な
か
で
執
り
行
わ
れ
た
（
写
真
34
）
。
黒
板
の
所
に
大
き
な
紙
が
張
っ
て
あ
り
、「
ラ
・

ピ
タ
・
エ
ル
・
ホ
ボ
な
ら
び
に
オ
コ
ン
ワ
ス
新
校
舎
完
成
式
へ
よ
う
こ
そ
」
と
大
書
し
て
あ
る
。
天
井
に
は

風
船
や
紙
テ
ー
プ
で
飾
り
付
け
が
し
て
あ
り
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
国
旗
の
色
と
同
色
の
白
と
青
が
使
わ
れ
て
い

る
。
関
係
者
が
前
に
座
り
、
児
童
と
父
兄
が
教
室
に
一
杯
に
来
て
い
る
。
入
り
き
れ
な
い
人
々
が
窓
か
ら

中
を
の
ぞ
い
て
い
る
。
女
生
徒
は
白
い
シ
ャ
ツ
に
紺
の
ス
カ
ー
ト
、
男
生
徒
は
白
の
シ
ャ
ツ
と
黒
の
ズ
ボ

ン
を
穿
き
、
皆
こ
ざ
っ
ぱ
り
と
し
て
い
る
。
三
、
四
年
前
に
比
べ
る
と
皆
が
靴
を
履
い
て
い
る
の
が
大
変

な
変
化
で
あ
る
。
以
前
は
山
奥
の
子
供
は
、
裸
足
か
ゴ
ム
草
履
み
た
い
な
も
の
し
か
履
い
て
い
な
か
っ
た
。

ま
ず
式
典
は
、
両
国
国
歌
斉
唱
で
始
ま
っ
た
。
そ
し
て
来
賓
の
挨
拶
、
市
長
の
挨
拶
と
続
く
。
父
兄
代
表
の

挨
拶
に
は
、
子
供
た
ち
が
新
し
い
校
舎
で
勉
強
で
き
る
喜
び
が
素
朴
に
滲
ん
で
い
る
。
市
長
か
ら
大
使
館

あ
て
の
感
謝
状
が
渡
さ
れ
、
続
い
て
大
使
館
か
ら
も
市
長
と
学
校
長
に
日
本
の
カ
レ
ン
ダ
ー
や
折
り
紙
の

入
っ
た
袋
が
渡
さ
れ
る
。
次
に
生
徒
た
ち
に
よ
る
歓
迎
の
踊
り
が
披
露
さ
れ
た
。
四
人
の
ギ
タ
ー
を
持
っ

た
楽
団
が
入
っ
て
く
る
。
ギ
タ
ー
は
、
普
通
の
ギ
タ
ー
に
加
え
、
ウ
ク
レ
レ
の
よ
う
な
小
型
の
ギ
タ
ー
、
そ

れ
に
非
常
に
大
型
で
胴
の
所
が
丸
み
を
帯
び
た
低
音
の
出
せ
る
ギ
タ
ー
を
抱
え
て
い
る
。
踊
り
手
は
二
人

の
女
生
徒
で
、
そ
れ
ぞ
れ
白
と
青
の
民
族
衣
装
を
着
て
い
る
。
手
を
広
げ
る
と
蝶
の
よ
う
に
見
え
る
袂
の

長
い
も
の
だ
。
三
、
四
曲
の
歌
と
と
も
に
踊
り
が
披
露
さ
れ
た
が
い
ず
れ
も
軽
快
な
も
の
で
あ
っ
た
。
続
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い
て
教
室
の
入
り
口
で
市
長
と
と
も
に
テ
ー
プ
・
カ
ッ
ト
式
が
行
わ
れ
た
。
テ
ー
プ
も
青
と
白
の
国
旗
に

模
し
た
色
で
巻
い
て
あ
り
、
心
憎
い
演
出
で
あ
る
。
ま
た
、
校
舎
の
壁
に
嵌
め
ら
れ
た
銘
版
の
除
幕
式
も

行
わ
れ
た
。
銘
版
に
は
、
こ
れ
は
日
本
政
府
の
援
助
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
学
校
で
あ
る
と
書
か
れ
て
い

て
、
両
国
の
国
旗
が
付
い
て
い
る
。
そ
の
あ
と
は
飲
み
物
で
乾
杯
。
見
学
の
人
た
ち
も
飲
み
物
や
お
や
つ

に
あ
り
つ
け
る
の
で
皆
ニ
コ
ニ
コ
し
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
校
庭
で
記
念
撮
影
と
な
り
、
子
供
た
ち
と
一
緒

に
写
真
を
撮
っ
た
。
学
童
年
齢
に
達
し
な
い
子
供
た
ち
も
た
く
さ
ん
来
て
い
る
。
こ
ん
な
山
奥
に
一
体
ど

こ
か
ら
集
ま
っ
て
き
た
の
か
と
思
う
ほ
ど
多
い
。
や
が
て
こ
の
子
た
ち
も
こ
こ
の
校
門
を
潜
る
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
直
接
受
益
す
る
生
徒
の
数
は
、
約
八
〇
人
で
あ
る
。
し
か
し
、
校
舎
は
こ
れ
か

ら
十
年
、
二
十
年
と
子
供
た
ち
を
送
り
出
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
教
育
は
国
の
基
礎
な
の
で
、
こ
ん
な
山

奥
ま
で
日
本
の
援
助
が
入
っ
て
人
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
る
と
思
う
と
少
し
感
動
し
た
。

二
　
保
健
案
件

　
ニ
カ
ラ
グ
ア
で
は
医
療
制
度
は
比
較
的
充
実
し
て
い
る
。
総
合
病
院
が
三
〇
以
上
あ
り
、
日
本
の
保
健

所
に
あ
た
る
保
健
セ
ン
タ
ー
（
診
療
機
能
を
持
つ
）
は
一
七
〇
以
上
、
そ
の
う
ち
ベ
ッ
ド
が
設
置
さ
れ
て
い
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る
の
は
二
五
以
上
、
保
健
セ
ン
タ
ー
を
小
規
模
に
し
た
保
健
ポ
ス
ト
は
八
七
〇
以
上
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

る
。
こ
う
し
た
公
立
の
医
療
機
関
で
は
基
本
的
に
診
察
料
は
無
料
で
あ
る
。
日
本
は
こ
の
分
野
を
援
助
の

重
点
分
野
に
し
て
い
る
の
で
、
今
ま
で
も
一
般
無
償
を
用
い
て
総
合
病
院
を
ひ
と
つ
建
設
し
た
（
グ
ラ
ナ
ダ

の
日
本
―
ニ
カ
ラ
グ
ア
友
好
病
院
、
ま
た
ボ
ア
コ
に
新
た
に
二
〇
〇
七
年
度
か
ら
総
合
病
院
の
建
設
着
手
）
。
保

健
セ
ン
タ
ー
は
二
〇
〇
六
年
度
ま
で
に
一
二
セ
ン
タ
ー
を
新
築
し
た
。
し
か
し
ニ
カ
ラ
グ
ア
全
体
で
は
保

健
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
需
要
が
多
く
、
供
給
が
追
い
つ
か
な
い
。
そ
こ
で
草
の
根
に
も
保
健
セ
ン
タ
ー
の

改
修
や
、
保
健
ポ
ス
ト
の
新
築
が
要
請
さ
れ
て
く
る
。

エ
ル
・
ト
ル
ト
ゥ
ゲ
ー
ロ
保
健
シ
ス
テ
ム
改
善
計
画

　
南
大
西
洋
自
治
区
の
エ
ル
・
ト
ル
ト
ゥ
ゲ
ー
ロ
市
か
ら
保
健
関
連
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
二
〇
〇
五
年
に
要

請
さ
れ
た
（
表
四
―
三
、
二
八
番
参
照
）
。
こ
の
町
は
陸
の
孤
島
で
あ
り
、
陸
路
に
よ
る
ア
ク
セ
ス
は
な
い
。

河
を
使
っ
た
水
路
の
み
で
あ
る
。
難
病
の
病
人
が
出
る
と
大
病
院
の
あ
る
ブ
ル
ー
フ
ィ
ー
ル
ズ
の
町
ま
で
、

パ
ン
ガ
と
い
う
船
で
運
ば
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
片
道
四
〜
五
時
間
か
か
る
。
町
に
保
健
セ
ン
タ
ー
は
あ
る

が
老
朽
化
し
て
い
た
。
そ
こ
で
同
市
の
保
健
シ
ス
テ
ム
を
改
善
し
て
、
市
民
の
健
康
・
安
全
を
守
る
た
め

次
の
計
画
が
要
請
さ
れ
た
。
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
は
同
市
役
所
で
あ
る
。
ま
ず
（
１
）
市
民
か
ら
の
要
請

の
多
か
っ
た
新
し
い
産
院
（「
母
の
家
」）
の
新
設
で
あ
る
。
次
に
（
２
）
老
朽
化
し
た
保
健
セ
ン
タ
ー
の
改
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修
、
そ
し
て
（
３
）
必
要
な
医
療
機
材
（
一
二
点
）
の
供
与
、
最
後
に
（
４
）
救
急
車
に
あ
た
る
救
急
モ
ー

タ
ー
ボ
ー
ト
の
供
与
で
あ
っ
た
。
総
費
用
は
申
請
ベ
ー
ス
で
九
六
八
万
二
〇
〇
〇
円
。
大
使
館
で
の
調
印

式
は
二
〇
〇
六
年
三
月
一
五
日
に
行
わ
れ
た
。

　
大
部
分
の
建
設
資
材
を
ブ
ル
ー
フ
ィ
ー
ル
ズ
な
い
し
ラ
グ
ナ
・
デ
・
ペ
ル
ラ
ス
か
ら
船
で
運
ば
な
け
れ

ば
な
ら
ず
大
変
で
あ
る
が
、
工
事
は
二
〇
〇
六
年
中
に
す
べ
て
を
終
了
し
た
。
竣
工
式
は
乾
季
が
良
い
と

い
う
こ
と
で
二
〇
〇
七
年
の
一
月
末
ま
で
延
ば
さ
れ
た
が
、
産
院
等
は
す
で
に
二
〇
〇
六
年
一
一
月
か
ら

運
用
開
始
さ
れ
た
。

竣
工
式

　
エ
ル
・
ト
ル
ト
ゥ
ゲ
ー
ロ
は
と
に
か
く
遠
い
と
こ
ろ
に
あ
る
。
マ
ナ
グ
ア
か
ら
往
復
す
る
の
に
三
日
か

か
る
。
初
日
は
空
路
で
マ
ナ
グ
ア
か
ら
カ
リ
ブ
海
側
の
ブ
ル
ー
フ
ィ
ー
ル
ズ
ま
で
飛
ぶ
。
二
日
目
に
朝
早

く
パ
ン
ガ
と
呼
ば
れ
る
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
に
乗
り
、
ブ
ル
ー
フ
ィ
ー
ル
ズ
湾
を
北
上
し
て
ク
ク
ラ
ヒ
ル
か

ら
ラ
グ
ナ
・
デ
・
ペ
ル
ラ
ス
に
行
く
。
そ
こ
ま
で
一
時
間
か
か
る
。
次
に
浜
名
湖
の
よ
う
な
塩
水
湖
（
ラ
グ

ナ
・
デ
・
ペ
ル
ラ
ス
湖
は
「
真
珠
の
湖
」
と
い
う
意
味
）
を
北
上
す
る
こ
と
一
時
間
、
第
二
ク
ク
ラ
・
ワ
ラ
河

の
河
口
に
達
す
る
。
西
に
向
か
っ
て
そ
の
河
を
遡
る
こ
と
二
時
間
、
や
っ
と
エ
ル
・
ト
ル
ト
ゥ
ゲ
ー
ロ
市

に
到
着
す
る
。
船
で
四
時
間
か
か
る
訳
で
あ
る
が
、
風
が
強
く
波
が
高
い
と
五
〜
六
時
間
か
か
る
こ
と
も
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あ
る
と
の
こ
と
だ
。
そ
の
日
の
う
ち
に
ブ
ル
ー
フ
ィ
ー
ル
ズ
に
ま
た
約
四
時
間
か
け
て
戻
り
、
同
日
は
ブ

ル
ー
フ
ィ
ー
ル
ズ
に
宿
泊
、
三
日
目
に
ブ
ル
ー
フ
ィ
ー
ル
ズ
か
ら
空
路
で
マ
ナ
グ
ア
に
戻
る
こ
と
に
な
る
。

　
二
〇
〇
七
年
一
月
三
一
日
に
空
路
で
ブ
ル
ー
フ
ィ
ー
ル
ズ
市
に
飛
ん
だ
。
大
使
館
か
ら
は
筆
者
と
経
済

協
力
担
当
の
Ｏ
さ
ん
、
ま
た
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
と
し
て
農
林
省
（
Ｍ
Ａ
Ｇ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
）
に
来
て
い
る
Ｈ
さ
ん
の

三
人
で
あ
る
。
ブ
ル
ー
フ
ィ
ー
ル
ズ
で
は
先
に
来
て
い
た
草
の
根
班
の
Ｔ
さ
ん
が
加
わ
っ
た
。
翌
二
月
一

日
は
早
朝
六
時
に
波
止
場
に
集
合
し
た
。
保
健
省
が
パ
ン
ガ
を
出
し
て
く
れ
る
と
の
こ
と
で
、
そ
れ
に
乗
り

込
ん
だ
。
保
健
省
の
職
員
も
同
行
す
る
。
ま
ず
港
の
海
軍
省
の
事
務
所
に
行
き
エ
ル
・
ト
ル
ト
ゥ
ゲ
ー
ロ

ま
で
の
航
行
許
可
を
取
る
。
バ
ナ
ナ
や
飲
み
物
を
買
っ
て
い
よ
い
よ
出
発
で
あ
る
。
パ
ン
ガ
は
日
本
の
小

型
漁
船
の
よ
う
な
形
を
し
た
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
で
ス
ク
リ
ュ
ー
付
き
エ
ン
ジ
ン
が
後
ろ
に
あ
る
。
座
席
は

板
な
の
で
長
時
間
座
っ
て
い
て
も
お
し
り
が
痛
く
な
ら
な
い
よ
う
に
ク
ッ
シ
ョ
ン
を
当
て
る
。
一
応
背
板

も
つ
い
て
い
る
が
疲
れ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
救
命
胴
衣
を
着
て
い
る
の
で
着
膨
れ
で
皆
丸
く
な
っ

て
い
る
。
ブ
ル
ー
フ
ィ
ー
ル
ズ
湾
は
朝
日
を
反
射
し
て
キ
ラ
キ
ラ
輝
い
て
い
る
。
結
構
波
が
あ
り
揺
れ
な

が
ら
、
か
つ
て
魚
の
加
工
工
場
の
あ
っ
た
島
を
通
る
。
湾
を
北
上
し
て
天
然
の
運
河
の
よ
う
な
河
に
入
る

と
水
面
は
真
っ
平
ら
に
な
り
揺
れ
は
ピ
タ
リ
と
止
ま
る
。
水
面
に
岸
の
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
や
ア
フ
リ
カ
椰
子

そ
れ
に
真
っ
青
な
空
が
映
っ
て
い
る
。
エ
ン
ジ
ン
は
快
調
に
ピ
ッ
チ
を
上
げ
て
ス
ピ
ー
ド
も
速
ま
る
。
時
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　第５章　具体的事例

写真35. 　ニカラグアの気になる木

々
行
き
交
う
船
が
来
る
と
手
を
振
っ
て
挨
拶
を
交
わ

す
。
ラ
グ
ナ
・
デ
・
ペ
ル
ラ
ス
の
塩
水
湖
に
入
る
と
ま

た
波
が
出
て
き
た
。
舷
を
越
え
て
水
が
入
り
込
む
こ

と
も
あ
る
。
湖
の
北
端
に
流
れ
込
む
ク
ク
ラ
・
ワ
ラ

河
口
に
到
着
、
こ
こ
ま
で
ブ
ル
ー
フ
ィ
ー
ル
ズ
か
ら

二
時
間
か
か
っ
た
。
い
よ
い
よ
河
を
遡
る
。
熱
帯
林

の
中
に
時
々
背
の
非
常
に
高
い
ま
た
品
格
の
漂
う
巨

木
が
立
っ
て
い
る
。「
気
に
な
る
木
」
だ
（
写
真
35
参

照
）
。
河
の
両
岸
が
牧
場
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
り
牛
が
の
ん
び
り
草
を
食
ん
で
い
る
。
川
面
に
は

時
々
白
鷺
が
立
っ
て
い
る
。
河
は
大
き
く
蛇
行
し
た

り
す
る
の
で
眠
く
な
る
。
ま
た
、
日
差
し
の
強
い
日

光
が
容
赦
な
く
わ
れ
わ
れ
を
射
し
、
水
面
の
反
射
光

と
と
も
に
顔
が
日
焼
け
で
火
照
っ
て
く
る
。
う
つ
ら

う
つ
ら
す
る
こ
と
二
時
間
、や
っ
と
エ
ル
・
ト
ル
ト
ゥ
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ゲ
ー
ロ
に
到
着
し
た
。

　
エ
ル
・
ト
ル
ト
ゥ
ゲ
ー
ロ
の
船
着
場
に
は
、
市
長
の
オ
ル
ラ
ン
ド
・
サ
バ
ジ
ョ
氏
は
じ
め
関
係
者
が
出

迎
え
て
く
れ
た
。
中
学
生
の
吹
奏
楽
団
が
ニ
カ
ラ
グ
ア
の
民
謡
を
吹
き
鳴
ら
し
、
な
か
な
か
に
ぎ
や
か
な

お
迎
え
だ
。
船
着
場
か
ら
産
院
の
あ
る
場
所
ま
で
は
小
中
学
生
が
隊
列
を
組
み
、
バ
ン
ド
を
従
え
て
進
む
。

町
の
メ
イ
ン
・
ス
ト
リ
ー
ト
（
と
い
っ
て
も
こ
の
一
本
道
し
か
な
い
が
）
を
市
民
が
見
守
る
中
、
し
ず
し
ず

と
行
進
す
る
。
制
服
を
着
た
軍
の
関
係
者
が
横
を
歩
く
。
市
長
は
自
由
党
系
（
Ｐ
Ｌ
Ｃ
、
立
憲
自
由
党
）
で

赤
い
野
球
帽
を
被
っ
て
い
る
。
前
の
ア
レ
マ
ン
大
統
領
が
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
訪
れ
た
こ
と
は
あ
る
が
、
水

路
こ
こ
に
来
た
政
治
家
は
い
な
い
と
言
う
。
一
〇
分
ほ
ど
歩
い
て
新
設
さ
れ
た
産
院
に
到
着
し
た
。
産
院

は
風
船
や
リ
ボ
ン
で
き
れ
い
に
飾
り
付
け
ら
れ
て
い
る
。
式
典
が
始
ま
る
ま
で
少
し
待
つ
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
間
、
市
長
が
自
ら
マ
イ
ク
や
拡
声
器
を
用
意
し
て
調
節
な
ど
し
て
い
る
。
町
自
身
は
小
さ
い
の
で
人

手
が
足
り
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
人
口
は
周
辺
の
村
落
を
含
め
て
二
万
人
位
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
「
母
の
家
」
と
し
て
作
ら
れ
た
産
院
は
、
面
積
一
二
〇
・
八
五
平
方
メ
ー
ト
ル
、
看
護
・
治
療
室
、
ベ
ッ

ド
ル
ー
ム
、
食
堂
兼
居
間
、
台
所
、
ト
イ
レ
・
シ
ャ
ワ
ー
室
が
付
い
て
い
る
。
す
ぐ
傍
に
保
健
セ
ン
タ
ー

が
あ
り
、
医
師
、
看
護
士
が
い
て
こ
ち
ら
に
も
診
に
来
る
の
で
赤
ち
ゃ
ん
を
産
む
に
は
安
全
で
安
心
な
場

所
で
あ
る
。
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　第５章　具体的事例

写真36. 　新生児を抱くお母さんたちと一緒に

　
さ
て
、
式
典
が
始
ま
っ
た
。
ま
ず
恒
例
の
国
歌
の

斉
唱
で
、
皆
起
立
す
る
。
は
じ
め
に
ニ
カ
ラ
グ
ア
国

歌
の
テ
ー
プ
が
流
れ
、
皆
が
合
わ
せ
て
歌
う
。
次
に

日
本
国
歌
の
Ｃ
Ｄ
が
流
れ
る
。
日
本
人
は
少
な
い
の

で
歌
わ
な
い
が
、君
が
代
が
厳
か
に
熱
帯
の
辺
境
の
町

に
流
れ
る
。
耳
慣
れ
な
い
旋
律
、
笙
や
太
鼓
の
音
が

一
瞬
の
静
寂
を
作
る
。
そ
れ
が
終
わ
る
と
来
賓
の
挨

拶
が
あ
る
。
ま
ず
保
健
省
の
地
区
担
当
の
お
役
人
が

話
す
。
彼
は
本
日
パ
ン
ガ
を
出
し
て
く
れ
一
緒
に
ブ

ル
ー
フ
ィ
ー
ル
ズ
か
ら
同
行
し
た
人
で
あ
る
。
次
に

こ
こ
で
看
護
士
を
し
て
い
る
女
性
が
歓
迎
の
意
を
述

べ
る
。
彼
女
は
、
週
日
こ
こ
で
働
き
週
末
は
出
身
の

ブ
ル
ー
フ
ィ
ー
ル
ズ
に
戻
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
次

に
こ
の
産
院
で
赤
ち
ゃ
ん
を
産
ん
だ
女
性
が
感
謝
の

言
葉
を
述
べ
る
。
日
本
の
援
助
が
実
際
に
役
に
立
っ
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て
い
る
の
を
実
感
す
る
瞬
間
だ
。
市
長
の
挨
拶
に
続
き
筆
者
も
簡
単
な
挨
拶
を
す
る
。
そ
し
て
記
念
撮
影

と
な
る
。
こ
の
施
設
で
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ち
ゃ
ん
と
お
母
さ
ん
三
組
を
中
心
に
市
長
た
ち
と
一
緒
に

写
真
を
撮
る
（
写
真
36
）
。

　
次
に
施
設
の
見
学
で
、
ま
ず
治
療
室
を
見
る
。
医
療
器
具
も
日
本
か
ら
供
与
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
日

の
丸
の
マ
ー
ク
な
い
し
経
済
協
力
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
マ
ー
ク
が
付
い
て
い
る
。
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
で
は
新
生
児
を
抱

い
た
お
母
さ
ん
た
ち
が
ニ
コ
ニ
コ
し
て
い
る
。
ト
イ
レ
も
チ
ェ
ッ
ク
の
た
め
に
入
り
水
を
流
し
て
み
た
。

Ｏ
Ｋ
で
あ
る
。
電
気
は
太
陽
電
池
を
使
う
が
、
う
ま
く
機
能
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
安
心
す
る
。

　
引
き
続
き
隣
の
保
健
セ
ン
タ
ー
を
見
学
す
る
。
こ
の
セ
ン
タ
ー
も
今
回
草
の
根
援
助
の
対
象
に
な
り
、

屋
根
、
天
井
、
窓
、
窓
用
鉄
格
子
、
ト
イ
レ
等
が
改
修
さ
れ
、
ま
た
水
道
シ
ス
テ
ム
も
改
修
さ
れ
た
。
こ

の
セ
ン
タ
ー
に
は
若
い
医
師
が
常
駐
し
病
人
を
診
て
い
る
。
当
地
で
は
女
性
は
一
二
歳
ぐ
ら
い
で
子
供
を

産
ん
で
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
あ
り
、
性
教
育
が
重
要
で
あ
る
。
セ
ン
タ
ー
で
も
お
も
に
女
性
を
対
象
と
し
た

教
室
を
開
く
そ
う
だ
。

　
昼
食
の
時
間
と
な
り
、
近
く
の
医
師
の
自
宅
で
お
昼
を
ご
ち
そ
う
に
な
っ
た
。
地
方
の
典
型
的
な
ニ
カ

ラ
グ
ア
料
理
で
あ
る
。
ガ
ジ
ョ
ピ
ン
ト
と
い
わ
れ
る
ご
飯
（
お
米
を
フ
リ
ホ
ー
ル
と
い
わ
れ
る
赤
い
マ
メ
、
鶏

肉
な
ど
と
一
緒
に
炒
め
た
も
の
）
、
焼
い
た
牛
肉
、
バ
ナ
ナ
の
フ
ラ
イ
、
塩
辛
い
豆
腐
の
よ
う
な
白
い
チ
ー
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　第５章　具体的事例

写真37. 　日本の贈った救急パンガとＴさん

ズ
な
ど
で
あ
る
。
若
い
ド
ク
タ
ー
は
難
し
い
急
患
が

出
た
と
き
、
四
〜
五
時
間
か
け
て
ブ
ル
ー
フ
ィ
ー
ル

ズ
ま
で
運
ば
な
け
れ
ば
な
ら
ず
大
変
だ
と
訴
え
る
。

そ
の
点
今
回
の
日
本
の
援
助
で
専
用
の
救
急
ボ
ー
ト

が
で
き
た
こ
と
は
大
変
あ
り
が
た
い
と
感
謝
を
述
べ

た
。
こ
の
保
健
案
件
で
受
益
す
る
人
々
は
、
約
一
万

人
以
上
と
推
計
さ
れ
る
。

　
ブ
ル
ー
フ
ィ
ー
ル
ズ
に
戻
る
時
間
が
近
づ
き
、
皆

に
挨
拶
を
し
て
船
着
場
に
向
か
う
。
船
着
場
で
は
日

本
が
今
回
供
与
し
た
救
急
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
が
浮
か

ん
で
い
て
、
横
腹
に
日
本
か
ら
の
援
助
と
記
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
指
導
し
た
草
の
根
班

の
Ｔ
さ
ん
に
乗
っ
て
も
ら
い
記
念
写
真
を
撮
る
（
写

真
37
）
。

　
帰
り
は
同
じ
コ
ー
ス
で
水
路
を
約
四
時
間
か
け
て
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ブ
ル
ー
フ
ィ
ー
ル
ズ
に
戻
っ
た
。
こ
の
時
、
急
患
の
中
年
女
性
を
ブ
ル
ー
フ
ィ
ー
ル
ズ
ま
で
同
乗
さ
せ
て

く
れ
と
頼
ま
れ
た
。
大
分
苦
し
い
よ
う
で
咳
を
し
た
り
し
て
い
る
。
筆
者
の
前
の
席
に
座
り
時
々
唾
を
吐

く
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
風
を
切
っ
て
走
る
船
の
舷
の
外
で
は
な
く
て
筆
者
の
顔
に
飛
ん
で
く
る
の
に
は

参
っ
た
。
ひ
た
す
ら
頭
を
下
げ
て
耐
え
る
四
時
間
で
あ
っ
た
。

三
　
民
生
環
境
案
件
（
ゴ
ミ
収
集
）

　
二
〇
〇
二
〜
二
〇
〇
三
年
度
は
ゴ
ミ
収
集
用
の
ト
ラ
ッ
ク
を
供
与
す
る
案
件
が
集
中
し
た
。
た
と
え
ば
、

二
〇
〇
三
年
度
は
六
二
件
の
草
の
根
援
助
が
行
わ
れ
た
が
、
一
四
件
が
ゴ
ミ
収
集
車
の
供
与
案
件
で
あ
っ

た
。
ゴ
ミ
収
集
車
は
小
型
の
ダ
ン
プ
カ
ー
を
も
う
少
し
簡
便
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
市
役
所
が
こ
れ
を
所

有
し
て
ゴ
ミ
を
収
集
し
、
町
外
れ
の
ゴ
ミ
捨
て
場
に
捨
て
る
。
分
別
収
集
は
ま
だ
ほ
と
ん
ど
の
町
で
行
わ

れ
て
い
な
い
。
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
も
非
常
に
多
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
ま
た
、
ゴ
ミ
捨
て
場
の
整
備
、
有

害
物
質
の
処
理
、
ゴ
ミ
捨
て
場
で
ゴ
ミ
を
拾
う
子
供
た
ち
の
教
育
等
ゴ
ミ
を
め
ぐ
る
諸
問
題
は
深
刻
で
あ

る
。
ゴ
ミ
処
理
を
環
境
問
題
と
し
て
捉
え
積
極
的
に
関
与
し
て
い
る
ボ
ア
コ
、
マ
サ
ヤ
、
ナ
ガ
ロ
テ
の
よ

う
な
市
も
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
ま
だ
例
外
と
言
っ
て
よ
い
。
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　第５章　具体的事例

　
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
案
件
は
二
〇
〇
三
年
に
承
認
さ
れ
た
リ
バ
ス
市
と
サ
ン
・
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
ス
ル

市
の
も
の
で
あ
る
。
両
市
と
も
マ
ナ
グ
ア
の
南
西
、
太
平
洋
側
に
位
置
し
て
い
る
。
リ
バ
ス
市
ゴ
ミ
収
集

車
整
備
計
画
は
、
同
市
人
口
約
六
万
人
に
対
し
て
、
ゴ
ミ
収
集
車
二
台
を
供
与
す
る
も
の
で
申
請
ベ
ー
ス

の
費
用
は
六
八
九
万
円
で
あ
っ
た
。
大
使
館
に
お
け
る
調
印
式
は
、
二
〇
〇
三
年
一
一
月
四
日
に
行
わ
れ

た
。
サ
ン
・
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
ス
ル
市
の
ゴ
ミ
収
集
車
整
備
計
画
は
、
同
市
の
人
口
約
八
〇
〇
〇
人
に
加
え

て
、
同
市
は
ニ
カ
ラ
グ
ア
で
も
有
数
の
観
光
地
で
あ
り
、
観
光
客
が
毎
年
五
万
人
ば
か
り
訪
れ
る
。
そ
の

た
め
ゴ
ミ
の
量
も
多
く
そ
の
処
理
が
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
も
ゴ
ミ
収
集
車
を
二
台
供
与

す
る
こ
と
に
な
り
、
費
用
は
同
じ
く
六
八
九
万
円
、
調
印
式
は
二
〇
〇
三
年
一
〇
月
二
四
日
に
行
わ
れ
た
。

引
渡
し
式

　
両
市
が
近
い
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
同
日
に
引
渡
し
式
を
す
る
こ
と
に
し
て
、
二
〇
〇
四
年
五
月
二
八
日
に

リ
バ
ス
に
向
か
っ
た
。
同
行
は
経
済
協
力
担
当
の
Ｏ
さ
ん
と
草
の
根
班
の
Ｋ
さ
ん
で
あ
る
。
マ
ナ
グ
ア
を

出
て
南
に
向
か
う
。
エ
ル
・
ク
ル
セ
ロ
と
い
う
高
地
ま
で
上
る
。
カ
ラ
ソ
台
地
と
い
わ
れ
る
高
台
を
走
る

と
左
側
に
ニ
カ
ラ
グ
ア
湖
が
出
現
す
る
。
こ
の
湖
は
琵
琶
湖
の
一
二
倍
あ
る
と
い
わ
れ
る
巨
大
湖
で
あ
る
。

さ
ら
に
走
る
と
周
り
は
水
田
が
広
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
隣
国
コ
ス
タ
リ
カ
に
つ
な
が
る
パ
ン
・
ア

メ
リ
カ
ン
・
ハ
イ
ウ
ェ
イ
で
は
日
本
の
援
助
で
で
き
た
橋
を
い
く
つ
か
通
過
す
る
。
広
大
な
バ
ナ
ナ
の
畑
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写真38. 　市庁舎中庭の式典

も
見
え
る
。
こ
の
バ
ナ
ナ
は
甘
く
な
い
種
類
で
プ
ラ

タ
ノ
と
呼
ば
れ
、
フ
ラ
イ
や
チ
ッ
プ
ス
に
し
て
食
べ

る
。
約
二
時
間
で
リ
バ
ス
市
に
到
着
。

　
市
庁
舎
は
立
派
な
建
物
で
あ
る
。
市
長
の
マ
ウ
リ

シ
オ
・
ウ
ル
テ
チ
ョ
氏
が
町
の
説
明
を
し
て
く
れ
る
。

こ
の
あ
た
り
に
住
ん
で
い
た
先
住
民
の
酋
長
を
ニ
カ

ラ
オ
と
呼
び
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
と
い
う
国
名
の
起
源
に

な
っ
た
そ
う
だ
。
町
が
で
き
て
今
年
は
ち
ょ
う
ど
二

三
五
周
年
に
あ
た
る
。
市
庁
舎
の
中
庭
で
式
典
は
行

わ
れ
た
（
写
真
38
参
照
）
。
例
の
ご
と
く
両
国
国
歌
の

斉
唱
で
始
ま
り
、
来
賓
た
ち
の
挨
拶
で
終
わ
る
。
そ

し
て
、
新
し
い
ゴ
ミ
収
集
車
の
鍵
が
日
本
側
か
ら
市

長
に
手
渡
さ
れ
た
（
写
真
39
）
。

　
続
い
て
市
庁
舎
前
に
置
か
れ
た
二
台
の
ゴ
ミ
収
集

車
の
始
動
式
で
、
市
長
が
そ
の
う
ち
の
一
台
の
ゴ
ミ
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　第５章　具体的事例

写真39. 　市長に手渡されたトラックの鍵

写真40. 　サン・フアン・デル・スルの砂浜
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収
集
車
に
乗
り
込
み
エ
ン
ジ
ン
を
か
け
る
。
良
い
音
を
し
て
エ
ン
ジ
ン
が
回
り
、
カ
メ
ラ
の
フ
ラ
ッ
シ
ュ

が
た
か
れ
皆
か
ら
一
斉
に
拍
手
が
起
こ
る
。
そ
し
て
飲
み
物
で
乾
杯
し
て
式
典
は
終
わ
っ
た
。
こ
の
案
件

で
は
二
万
五
千
人
以
上
が
受
益
す
る
こ
と
に
な
る
。
市
長
か
ら
は
次
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
称
し
て
橋
の
案

件
の
提
案
書
を
受
け
取
る
こ
と
に
な
っ
た
。
な
か
な
か
抜
け
目
の
な
い
市
長
だ
。

　
リ
バ
ス
市
か
ら
さ
ら
に
南
下
し
て
、
途
中
か
ら
太
平
洋
岸
に
入
る
が
、
道
路
が
で
こ
ぼ
こ
で
あ
る
。
道

路
は
補
修
ま
で
な
か
な
か
手
が
回
ら
な
い
よ
う
だ
。
や
が
て
湾
が
見
え
て
く
る
。
大
き
く
は
な
い
が
す
ば

ら
し
く
景
色
の
き
れ
い
な
湾
で
あ
る
（
写
真
40
）
。
約
一
時
間
で
サ
ン
・
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
ス
ル
市
に
着
い

た
。
こ
こ
は
観
光
地
と
し
て
大
変
有
名
で
、
湾
な
の
で
大
型
の
観
光
船
も
入
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
近

辺
の
海
岸
で
は
サ
ー
フ
ィ
ン
に
適
し
た
波
が
来
る
の
で
若
者
に
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
大
使
館
一
行
は

ま
ず
浜
辺
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
昼
食
を
と
っ
た
。
久
し
ぶ
り
に
新
鮮
で
お
い
し
い
海
産
物
を
堪
能
し
た
。
次

に
港
湾
公
社
所
有
の
桟
橋
を
見
学
し
た
。
こ
こ
は
日
本
の
水
産
無
償
に
よ
る
零
細
漁
業
民
を
対
象
と
し
た

港
湾
施
設
改
善
計
画
の
候
補
地
に
な
っ
て
い
る
。
桟
橋
、
水
産
市
場
設
備
、
製
氷
工
場
、
船
舶
修
理
場
と

い
っ
た
施
設
を
建
設
す
る
計
画
が
あ
る
が
ま
だ
決
定
し
た
わ
け
で
は
な
い
（
そ
の
後
同
計
画
は
採
択
さ
れ
、

最
終
的
に
二
〇
〇
七
年
二
月
に
建
設
を
終
了
）
。

　
式
典
は
同
市
市
役
所
の
前
で
行
わ
れ
た
。
ビ
セ
ン
テ
・
ア
ベ
ラ
ル
ド
市
長
は
、
心
臓
を
病
ん
で
い
る
そ
う
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　第５章　具体的事例

写真41. 　二台のゴミ収集車

で
ち
ょ
っ
と
元
気
が
な
い
。
し
か
し
市
会
議
員
に
あ

た
る
市
評
議
員
た
ち
は
大
変
喜
ん
で
歓
待
し
て
く
れ

た
。
地
方
選
挙
が
本
年
（
二
〇
〇
四
年
）
一
一
月
に
予

定
さ
れ
て
い
て
、
市
長
、
市
評
議
員
は
改
選
さ
れ
る

そ
う
だ
が
、
こ
こ
は
左
派
の
サ
ン
デ
ィ
ニ
ス
タ
の
強

い
と
こ
ろ
で
ま
た
同
派
の
市
長
が
選
ば
れ
る
だ
ろ
う

と
の
こ
と
で
あ
る
。
二
台
の
ゴ
ミ
収
集
車
は
こ
こ
で

活
躍
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
（
写
真
41
）
。
な
に
し
ろ
年

間
五
万
人
の
観
光
客
が
訪
れ
る
と
こ
ろ
な
の
だ
か
ら
。

四
　
水
道
案
件

　
水
道
案
件
は
草
の
根
援
助
の
対
象
と
し
て
非
常
に

多
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。
農
村
部
な
い
し
山
間

部
に
お
い
て
は
上
水
の
確
保
が
住
民
の
死
活
問
題
で
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あ
る
が
、
概
し
て
予
算
制
約
か
ら
住
民
が
自
分
た
ち
で
自
主
的
に
水
を
確
保
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。

水
の
案
件
は
、
井
戸
を
掘
る
、
貯
水
槽
を
作
る
、
た
め
池
や
水
槽
タ
ン
ク
の
水
を
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
の
パ
イ

プ
で
住
民
に
給
水
す
る
と
い
っ
た
工
事
を
含
む
。
チ
ナ
ン
デ
ガ
県
エ
ル
・
ビ
エ
ホ
市
の
プ
ン
タ
・
ニ
ャ
ー

タ
は
、
太
平
洋
岸
の
コ
シ
グ
イ
ナ
火
山
の
近
く
に
あ
り
乾
燥
地
帯
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
と
に
か
く
同
県

は
ニ
カ
ラ
グ
ア
で
最
も
暑
い
県
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
案
件
は
、
（
１
）
既
存
の
井
戸
に
七
・
五
馬

力
の
水
中
ポ
ン
プ
を
設
置
す
る
、（
２
）
五
〇
〇
〇
ガ
ロ
ン
の
貯
水
タ
ン
ク
を
建
設
す
る
、（
３
）
タ
ン
ク

か
ら
集
落
ま
で
の
一
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
導
水
管
を
、
な
ら
び
に
各
戸
に
配
水
管
（
合
計
一
五
〇
〇
メ
ー

ト
ル
）
を
敷
設
す
る
、
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
総
費
用
は
申
請
ベ
ー
ス
で
約
六
〇
三
万
円
。
こ
の
水
道
案

件
は
、
二
〇
〇
四
年
に
申
請
さ
れ
、
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
は
プ
ン
タ
・
ニ
ャ
ー
タ
住
民
水
道
委
員
会
、
調

印
式
は
二
〇
〇
四
年
一
一
月
三
〇
日
に
行
わ
れ
た
。

竣
工
式

　
二
〇
〇
五
年
六
月
一
七
日
の
朝
六
時
に
マ
ナ
グ
ア
を
出
発
し
て
、
西
北
の
チ
ナ
ン
デ
ガ
を
目
指
す
。
大

使
館
か
ら
経
済
協
力
担
当
の
Ｏ
さ
ん
、
草
の
根
班
の
Ｋ
さ
ん
が
同
行
す
る
。
二
〇
〇
三
年
時
点
ま
で
は
道

路
が
整
備
さ
れ
て
い
な
く
て
チ
ナ
ン
デ
ガ
市
ま
で
三
時
間
半
ぐ
ら
い
か
か
っ
た
が
、
今
で
は
舗
装
道
路
が

完
成
し
二
時
間
で
行
く
こ
と
が
で
き
る
。
エ
ル
・
ビ
エ
ホ
市
を
通
過
、
こ
こ
に
は
矢
崎
総
業
の
ワ
イ
ヤ
ー
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　第５章　具体的事例

ハ
ー
ネ
ス
の
工
場
が
あ
る
。
実
際
に
は
、
メ
キ
シ
コ
と
日
本
の
合
弁
会
社
と
し
て
作
ら
れ
た
ア
ル
ネ
コ
ン
と

い
う
会
社
が
メ
キ
シ
コ
か
ら
投
資
し
た
形
に
な
っ
て
い
る
が
、
三
工
場
で
三
〇
〇
〇
人
を
雇
用
し
て
お
り

ニ
カ
ラ
グ
ア
政
府
か
ら
大
変
喜
ば
れ
て
い
る
。
エ
ル
・
ビ
エ
ホ
市
は
と
て
も
大
き
な
地
域
を
カ
バ
ー
し
て

お
り
、
ホ
ン
セ
カ
湾
に
接
す
る
半
島
の
先
端
ま
で
含
ん
で
い
る
。
人
口
は
七
万
六
千
人
以
上
で
あ
る
。
そ

こ
か
ら
さ
ら
に
悪
路
を
約
二
時
間
か
け
て
プ
ン
タ
・
ニ
ャ
ー
タ
に
向
か
う
。
暑
さ
が
じ
わ
じ
わ
と
車
の
中

ま
で
浸
透
し
て
き
て
エ
ア
コ
ン
が
効
か
な
く
な
る
。
こ
の
あ
た
り
は
、
一
九
五
〇
〜
六
〇
年
代
は
綿
花
栽

培
で
栄
え
た
地
方
だ
が
、
近
年
は
落
花
生
や
ご
ま
の
栽
培
で
有
名
で
あ
る
。
比
較
的
大
農
式
経
営
が
多
い

よ
う
で
農
業
用
ト
ラ
ク
タ
ー
を
頻
繁
に
見
か
け
る
。
ワ
ラ
で
葺
い
た
竪
穴
住
居
み
た
い
な
家
が
散
見
さ
れ

る
が
、
こ
れ
は
暑
さ
を
防
ぐ
た
め
の
昔
か
ら
の
工
夫
の
よ
う
で
あ
る
。
海
岸
近
く
の
貯
水
タ
ン
ク
の
あ
る

場
所
に
到
着
、
マ
ナ
グ
ア
を
出
発
し
て
四
時
間
か
か
っ
た
。
式
典
が
始
ま
る
ま
で
に
時
間
が
あ
る
の
で
海

岸
を
見
学
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
北
西
前
方
に
陸
地
が
見
え
る
が
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
で
あ
る
。
こ
こ
は
同

国
に
近
く
、
ラ
ジ
オ
の
電
波
も
届
く
の
で
村
民
は
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
時
間
（
一
時
間
の
時
差
が
あ
る
）
を
採

用
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
時
差
を
知
ら
な
か
っ
た
た
め
わ
れ
わ
れ
一
行
は
早
く
着
き
す
ぎ
た

よ
う
だ
。
海
岸
の
砂
は
黒
い
色
を
し
て
い
る
。
コ
シ
グ
イ
ナ
火
山
の
粉
塵
が
原
因
と
い
う
。
砂
浜
が
白
く

な
い
の
は
な
ん
と
な
く
寂
寥
感
を
与
え
る
。
こ
の
半
島
の
左
側
全
般
に
海
岸
は
絶
壁
状
に
な
っ
て
い
て
浜
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写真42. 　断崖と海の向こうはエルサルバドル

写真43. 　式典風景、正面が貯水タンク
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　第５章　具体的事例

写真44. 　歓迎の踊り

辺
に
降
り
る
の
は
苦
労
す
る
そ
う
だ
（
写
真
42
参
照
）
。

　
竣
工
式
が
始
ま
っ
た
（
写
真
43
）
。
恒
例
の
両
国
国
歌

の
斉
唱
の
あ
と
、
応
援
で
来
て
い
た
ソ
モ
テ
ィ
ー
ジ
ョ

の
ア
グ
レ
シ
オ
・
ア
レ
ハ
ン
ド
ロ
市
長
が
挨
拶
を
す
る
。

続
い
て
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
の
プ
ン
タ
・
ニ
ャ
ー
タ
住

民
水
道
委
員
会
の
代
表
が
水
道
施
設
の
完
成
あ
り
が
と

う
と
感
謝
の
辞
を
述
べ
る
。
そ
し
て
催
し
物
の
時
間
に

な
る
と
、
子
供
た
ち
の
ダ
ン
ス
が
披
露
さ
れ
た
が
、
ダ

ン
ス
の
先
生
も
一
緒
に
踊
る
（
写
真
44
）
。
こ
の
女
性

が
村
の
人
気
者
ら
し
く
、
ま
あ
タ
バ
コ
屋
の
看
板
娘
と

い
っ
た
風
情
で
シ
ナ
を
作
る
の
で
、
つ
ら
れ
て
若
者
た

ち
も
ダ
ン
ス
の
輪
に
飛
び
入
り
し
て
座
が
大
い
に
盛
り

上
が
る
。
来
賓
の
お
客
さ
ん
た
ち
も
実
際
、
鄙
に
は
ま

れ
な
女
性
だ
と
話
し
て
い
る
。
引
き
続
い
て
エ
ル
・
ビ

エ
ホ
市
長
の
ヘ
ル
マ
ン
・
ム
ニ
ョ
ス
氏
が
演
説
を
す
る
。
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写真45. 　水道水を飲む来賓の一人

次
に
完
成
し
た
貯
水
タ
ン
ク
施
設
の
見
学
で
あ
る
。
蛇

口
を
ひ
ね
っ
て
水
を
出
す
と
、
勢
い
よ
く
水
が
ほ
と
ば

し
る
（
写
真
45
）
。
こ
の
水
道
施
設
に
よ
り
約
一
五
〇
〇

人
の
水
が
確
保
さ
れ
る
と
皆
が
喜
ん
で
く
れ
る
。
草
の

根
援
助
は
こ
う
し
て
受
益
者
と
共
に
そ
の
完
成
を
祝
え

る
と
こ
ろ
が
う
れ
し
く
、
日
本
の
援
助
の
効
果
を
肌
で

感
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
醍
醐
味
が
あ
る
。

五
　
社
会
的
弱
者
救
済
（
更
生
施
設
）

　
ニ
カ
ラ
グ
ア
で
は
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
や
麻
薬
常
用
者

が
多
く
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
そ
れ
ら
が
原

因
で
家
庭
内
暴
力
が
急
増
し
て
い
る
と
言
わ
れ
る
。
と

く
に
麻
薬
（
コ
カ
イ
ン
）
は
コ
ロ
ン
ビ
ア
か
ら
米
国
に
行

く
密
輸
ル
ー
ト
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。
コ
ロ
ン
ビ
ア
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か
ら
セ
ス
ナ
の
よ
う
な
小
型
飛
行
機
で
麻
薬
が
ニ
カ
ラ
グ
ア
の
カ
リ
ブ
海
側
な
い
し
太
平
洋
側
に
運
ば
れ

て
き
て
投
下
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
は
い
っ
た
ん
マ
ナ
グ
ア
に
集
め
ら
れ
、
次
は
陸
路
で
メ
キ
シ
コ
に
運
ば
れ

て
い
く
よ
う
だ
。
国
内
に
運
ば
れ
て
き
た
一
部
は
当
地
で
消
費
さ
れ
る
。
そ
の
量
が
年
々
増
え
て
い
る
と

の
こ
と
で
あ
る
。
家
族
省
が
管
轄
し
て
い
る
施
設
に
は
保
育
園
、
託
児
所
や
老
人
ホ
ー
ム
が
あ
る
が
、
薬

物
依
存
症
更
生
施
設
も
あ
り
、
マ
ナ
グ
ア
市
に
あ
る
そ
れ
ら
の
施
設
の
一
つ
か
ら
草
の
根
に
応
募
が
あ
っ

た
。
オ
ガ
ー
ル
・
ク
レ
ア
薬
物
依
存
症
更
生
施
設
で
あ
る
。
こ
の
施
設
は
二
〇
〇
〇
年
に
設
立
さ
れ
、
ア

ル
コ
ー
ル
、
シ
ン
ナ
ー
、
薬
物
中
毒
、
家
庭
内
暴
力
、
エ
イ
ズ
患
者
等
家
を
追
わ
れ
た
り
、
住
む
家
の
な

い
男
性
を
収
容
し
、
彼
ら
が
共
同
生
活
を
送
り
な
が
ら
、
二
年
間
の
研
修
を
受
け
て
社
会
復
帰
す
る
た
め

の
施
設
で
、
老
朽
化
し
た
寄
宿
舎
の
新
築
要
求
で
あ
っ
た
。
す
で
に
あ
る
築
三
〇
年
の
寄
宿
舎
二
棟
に
代

え
て
二
階
建
て
一
棟
の
新
築
が
計
画
さ
れ
、
一
階
は
台
所
、
食
堂
、
洗
濯
場
、
二
階
は
四
寝
室
、
ト
イ
レ
、

シ
ャ
ワ
ー
設
備
の
間
取
り
で
、
収
容
人
数
は
四
〇
名
の
規
模
で
あ
る
。
費
用
は
約
七
九
五
万
円
で
、
二
〇

〇
六
年
七
月
一
八
日
に
調
印
さ
れ
た
。
申
請
団
体
は
、
オ
ガ
ー
ル
・
ク
レ
ア
国
際
協
会
ニ
カ
ラ
グ
ア
支
部

で
あ
る
。
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写真46. 　二階に集合

竣
工
式

　
竣
工
式
は
二
〇
〇
六
年
一
一
月
二
一
日
に
行
わ
れ

た
。
大
使
館
か
ら
比
較
的
近
い
エ
ド
ガ
ー
・
ラ
ン
地

区
に
あ
り
、同
地
区
は
低
所
得
層
が
住
む
地
区
で
も
あ

る
。
更
生
施
設
は
道
路
わ
き
に
あ
り
一
見
中
小
企
業

の
寮
の
よ
う
な
印
象
で
あ
る
。
目
付
き
の
鋭
い
青
年

た
ち
が
三
〇
人
ぐ
ら
い
い
て
中
に
入
る
の
に
ち
ょ
っ

と
躊
躇
す
る
。
し
か
し
入
っ
た
と
た
ん
み
な
笑
顔
で

迎
え
て
く
れ
て
安
堵
し
た
。
式
典
は
、
家
族
省
官
房

長
の
来
る
の
が
遅
れ
て
四
〇
分
後
に
始
ま
っ
た
。
恒

例
の
国
歌
斉
唱
、
来
賓
の
挨
拶
と
あ
り
、
シ
ョ
ー
・

タ
イ
ム
は
、
更
生
中
の
中
年
の
男
性
が
ギ
タ
ー
を
弾

い
て
歌
っ
た
。
こ
れ
が
結
構
上
手
で
、
陽
気
な
歌
声

が
下
町
に
響
く
。
ア
ン
コ
ー
ル
の
拍
手
で
二
〜
三
曲

128 　



5 : 2009/9/29(15:47)

　第５章　具体的事例

が
続
い
た
。
式
典
が
終
わ
る
と
新
施
設
の
見
学
で
あ
る
。
二
階
建
て
な
の
で
階
段
を
上
る
の
だ
が
、
階
段

が
急
で
老
齢
の
身
に
は
堪
え
る
。
寝
室
も
ベ
ッ
ド
も
新
し
く
、
施
設
の
入
居
者
が
皆
喜
ん
で
い
る
。
先
ほ

ど
歌
を
歌
っ
た
男
性
が
筆
者
に
握
手
を
求
め
て
「
あ
り
が
と
う
」
と
言
っ
て
く
れ
る
。
筆
者
も
う
れ
し
く

な
る
。
二
階
の
手
す
り
の
と
こ
ろ
で
皆
で
記
念
写
真
を
撮
る
（
写
真
46
参
照
）
。
入
居
者
の
一
日
も
早
い
更

生
に
こ
の
新
施
設
が
役
立
つ
よ
う
祈
っ
て
施
設
を
あ
と
に
し
た
。

六
　
農
村
女
性
の
自
立
を
助
け
る

　
ニ
カ
ラ
グ
ア
に
も
女
性
の
自
立
を
助
け
る
地
元
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
設
立
さ
れ
て
い
る
。
Ｃ
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ａ
（
住

民
教
育
セ
ン
タ
ー
）
と
い
う
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
理
事
長
は
女
性
の
ア
ナ
ベ
ル
・
ト
ー
レ
ス
氏
で
あ
る
。
こ
の
団
体
か

ら
農
村
女
性
（
と
く
に
母
子
家
庭
）
へ
の
養
蜂
教
育
の
機
材
供
与
の
案
件
が
申
し
込
ま
れ
た
。
農
村
女
性
の

自
立
は
、
農
村
の
所
得
向
上
に
貢
献
す
る
の
で
大
使
館
も
積
極
的
に
協
力
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
具
体
的

に
は
養
蜂
技
術
の
研
修
に
必
要
な
機
材
の
供
与
で
あ
る
。
蜂
蜜
を
採
る
た
め
に
は
種
々
の
道
具
が
必
要
で
、

ま
た
そ
の
道
具
の
使
い
方
を
覚
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
薫
煙
器
、
遠
心
分
離
機
、
蜜
濾
し
フ
ィ
ル
タ
ー
、

蜜
刀
、
王
籠
、
巣
脾
、
防
錆
加
工
樽
、
五
ガ
ロ
ン
容
器
、
オ
ー
バ
ー
オ
ー
ル
作
業
服
、
覆
面
ネ
ッ
ト
、
長

靴
等
の
機
材
を
購
入
す
る
必
要
が
あ
り
、
ま
た
、
機
材
の
い
く
つ
か
は
、
米
国
や
コ
ス
タ
リ
カ
か
ら
購
入
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せ
ね
ば
な
ら
ず
時
間
を
要
す
る
。
こ
の
案
件
は
二
〇
〇
三
年
一
二
月
四
日
に
調
印
さ
れ
、
費
用
は
約
三
二

四
万
円
で
あ
る
。
マ
ナ
グ
ア
県
マ
テ
ア
レ
市
と
リ
バ
ス
県
ベ
レ
ン
市
に
お
い
て
農
村
女
性
対
象
の
研
修
会

が
計
画
さ
れ
た
。
二
〇
〇
四
年
二
月
に
始
ま
り
、
同
年
一
一
月
に
終
了
し
た
第
一
期
の
研
修
会
で
は
、
二

二
名
の
農
村
女
性
が
卒
業
し
た
。

終
了
式

　
二
〇
〇
五
年
二
月
一
六
日
に
マ
テ
ア
レ
市
の
住
民
教
育
セ
ン
タ
ー
所
有
地
に
お
い
て
式
典
が
行
わ
れ
た
。

マ
ナ
グ
ア
市
か
ら
マ
ナ
グ
ア
湖
に
沿
っ
て
西
回
り
に
四
〇
分
ぐ
ら
い
行
っ
た
街
道
脇
に
同
セ
ン
タ
ー
の
農

場
が
あ
る
。
到
着
す
る
と
ト
ー
レ
ス
氏
た
ち
が
迎
え
て
く
れ
た
。
乾
季
な
の
で
山
は
乾
燥
し
、
木
々
に
は

葉
が
な
く
、
ミ
ツ
バ
チ
の
巣
箱
は
置
か
れ
て
い
た
が
、
ミ
ツ
バ
チ
も
こ
こ
ろ
な
し
か
元
気
が
な
い
。
し
か

し
乾
季
に
も
咲
く
花
は
あ
る
の
で
そ
れ
ら
の
蜜
を
集
め
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
式
典
は
機
材
展
示
の
小
屋
の
前
庭
で
行
わ
れ
た
。
国
歌
斉
唱
の
あ
と
、
ト
ー
レ
ス
氏
の
あ
い
さ
つ
が
あ

り
、
そ
の
後
、
第
一
期
研
修
生
か
ら
筆
者
に
採
れ
た
蜂
蜜
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
っ
た
。
研
修
生
た
ち
は
、

ド
ゥ
ル
セ
・
ミ
エ
ル
（
甘
い
蜜
）
養
蜂
協
同
組
合
を
結
成
し
た
そ
う
で
あ
る
が
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
蜂
蜜
は
、
さ

ぞ
か
し
甘
く
て
お
い
し
い
だ
ろ
う
。
式
典
の
催
し
も
の
は
、
男
女
の
踊
り
手
に
よ
る
農
民
の
踊
り
で
あ
っ

た
（
写
真
47
参
照
）
。
引
き
続
き
研
修
修
了
者
に
よ
る
工
程
の
実
演
が
あ
っ
た
。
遠
心
分
離
機
に
巣
脾
を
入
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れ
回
転
さ
せ
る
と
、
底
に
ゆ
っ
く
り
と
蜂
蜜
が
溜
ま
り
黄
金
色
に
輝
い
て
く
る
。
研
修
を
受
け
た
女
性
が

手
際
よ
く
道
具
を
使
い
説
明
す
る
姿
に
は
自
信
が
溢
れ
て
い
た
（
写
真
48
）
。

　
後
日
談
で
あ
る
が
、
研
修
を
受
け
た
女
性
た
ち
は
、
起
業
す
る
た
め
蜂
箱
を
買
う
必
要
が
あ
る
。
ミ
ツ

バ
チ
付
き
巣
箱
は
一
個
一
五
〇
ド
ル
す
る
が
、
原
資
の
な
い
女
性
た
ち
は
そ
こ
で
上
述
し
た
ド
ゥ
ル
セ
・

ミ
エ
ル
協
同
組
合
を
結
成
、
Ｉ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
米
州
農
業
協
力
機
構
）
か
ら
資
金
を
得
て
巣
箱
を
購
入
、
蜂
蜜
生

産
を
始
め
た
。
二
〇
〇
六
年
に
は
米
国
へ
の
蜂
蜜
輸
出
を
計
画
し
た
（
地
元
紙E

lN
uevo

D
iario

二
〇
〇
六

年
三
月
一
〇
日
号
報
道
）
。
ま
た
、
二
期
の
研
修
は
二
〇
〇
六
年
三
月
か
ら
始
ま
り
、
二
五
名
の
女
性
が
参

加
し
た
。
草
の
根
援
助
も
こ
の
よ
う
に
成
功
す
る
と
大
層
喜
ば
し
く
、
そ
の
大
き
な
要
因
は
、
熱
心
で
有

能
な
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
指
導
者
の
存
在
で
あ
る
。
ま
さ
に
ト
ー
レ
ス
理
事
長
に
乾
杯
。

　
な
お
、
猪
口
邦
子
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
少
子
化
・
男
女
共
同
参
画
）
が
二
〇
〇
六
年
八
月
に
ニ
カ
ラ

グ
ア
を
訪
問
し
た
際
、
同
地
区
を
訪
れ
て
ト
ー
レ
ス
氏
に
も
面
会
、
歓
待
さ
れ
た
。

七
　
大
統
領
選
挙
支
援

　
草
の
根
援
助
で
も
異
色
な
の
は
選
挙
支
援
で
あ
る
。
い
わ
ば
ソ
フ
ト
の
支
援
で
あ
る
が
、
特
定
候
補
な

り
、
特
定
政
党
を
支
援
す
れ
ば
選
挙
違
反
に
な
る
か
ら
、
非
常
に
難
し
い
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
ニ
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写真48. 　研修生による実演
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カ
ラ
グ
ア
で
は
、
二
〇
〇
六
年
一
一
月
五
日
に
大
統
領
・
国
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
た
。
日
本
は
二
〇
〇

一
年
の
総
選
挙
の
時
も
種
々
の
協
力
を
行
っ
た
が
、
こ
の
選
挙
が
民
主
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
、
今
回
も

ま
た
協
力
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
主
目
的
は
、
民
主
化
支
援
の
た
め
の
協
力
で
あ
っ
た
。

　
日
本
の
選
挙
支
援
は
四
本
の
柱
か
ら
成
っ
て
い
た
。
（
１
）
選
挙
当
日
の
選
挙
監
視
団
へ
の
監
視
員
の

派
遣
（
日
本
か
ら
二
名
）
、
（
２
）
ワ
シ
ン
ト
ン
に
あ
る
選
挙
監
視
を
指
揮
す
る
米
州
機
構
（
Ｏ
Ａ
Ｓ
）
へ
の

支
援
一
〇
万
ド
ル
（
緊
急
無
償
）
、
（
３
）
「
見
返
り
資
金
」
を
用
い
た
最
高
選
挙
管
理
委
員
会
（
Ｃ
Ｓ
Ｅ
）

へ
の
支
援
、
具
体
的
に
は
投
票
用
紙
を
印
刷
す
る
た
め
の
印
刷
機
購
入
費
用
三
〇
万
ド
ル
、
お
よ
び
（
４
）

草
の
根
資
金
を
用
い
た
支
援
で
あ
っ
た
。
ニ
カ
ラ
グ
ア
は
民
主
・
自
由
主
義
的
政
権
が
で
き
て
ま
だ
一
六

年
の
歴
史
し
か
な
く
、
民
主
主
義
が
定
着
し
て
い
る
と
は
必
ず
し
も
い
え
な
い
。
司
法
制
度
、
選
挙
制
度

な
ど
が
極
度
に
政
治
化
、
な
い
し
政
党
化
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
最
高
選
挙
管
理
委
員
会
の
判
事
は
、

政
党
の
推
す
人
が
任
命
さ
れ
る
の
で
中
立
性
に
問
題
が
あ
る
。
投
票
す
る
人
も
容
易
に
買
収
さ
れ
や
す
い

と
い
わ
れ
る
。
ま
た
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
で
は
一
六
歳
以
上
に
選
挙
権
が
あ
る
の
で
学
生
を
ふ
く
め
た
若
年
層

へ
の
民
主
主
義
の
啓
蒙
が
必
要
と
な
る
。
こ
う
し
た
特
殊
事
情
も
あ
り
、
二
つ
の
草
の
根
案
件
が
承
認
さ

れ
た
。

　
一
つ
は
、
民
主
主
義
教
育
セ
ン
タ
ー
へ
の
協
力
で
あ
る
。
同
セ
ン
タ
ー
は
民
主
主
義
の
定
着
の
た
め
に
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青
少
年
を
対
象
と
し
て
教
育
し
て
い
る
も
の
で
、
九
〇
年
代
に
教
育
大
臣
で
あ
っ
た
ウ
ン
ベ
ル
ト
・
ベ
リ

氏
（
サ
ン
・
マ
ル
コ
ス
に
あ
る
ア
ベ
・
マ
リ
ア
・
カ
レ
ッ
ジ
の
学
長
）
が
会
長
を
し
て
い
る
。
同
セ
ン
タ
ー
は
青

少
年
に
対
し
て
投
票
に
行
く
よ
う
に
呼
び
か
け
る
と
と
も
に
投
票
所
の
仕
組
み
、
投
票
の
や
り
方
を
教
え

る
た
め
に
教
本
（
選
挙
手
続
き
・
投
票
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
）
と
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
た
。
こ
ち
ら
の
選
挙

で
は
、
二
重
投
票
を
防
ぐ
た
め
に
投
票
後
は
親
指
に
消
え
な
い
イ
ン
ク
で
マ
ー
ク
を
つ
け
る
。
そ
う
い
っ

た
一
連
の
手
続
き
を
広
報
す
る
の
が
目
的
だ
。
そ
れ
ら
の
費
用
約
六
八
三
万
円
を
草
の
根
援
助
で
負
担
し

た
。
調
印
式
は
二
〇
〇
六
年
六
月
二
六
日
。
同
セ
ン
タ
ー
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
そ
れ
ら
の
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
低
所
得
層
の
住
む
地
域
や
農
村
部
に
行
っ
て
青
少
年
に
配
布
し
、
説
明
を
行
っ
た
。

　
も
う
一
つ
は
、
中
南
米
文
化
基
金
へ
の
協
力
で
あ
る
。
同
基
金
は
二
〇
〇
〇
年
に
結
成
さ
れ
た
地
元
の

Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
あ
る
が
、
傘
下
に
「
ニ
カ
ラ
グ
ア
の
た
め
の
行
動
」
（
Ｍ
ｐ
Ｎ
）
と
い
う
委
員
会
を
持
ち
、
民
主

主
義
啓
蒙
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
た
。
筆
頭
理
事
は
、
女
性
の
ピ
ラ
ー
・
マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
氏
で
あ
る
。

大
統
領
・
国
会
議
員
選
挙
に
向
け
て
は
、
選
挙
の
た
め
の
身
分
証
明
書
発
行
手
続
き
の
手
助
け
、
選
挙
人

名
簿
の
確
認
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
草
の
根
支
援
で
は
、
と
く
に
、
低
所
得
層
が
投

票
に
参
加
す
る
た
め
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
協
力
す
る
こ
と
に
な
っ
た
、
具
体
的
に
は
、
投
票
促
進
の
た
め

の
ポ
ス
タ
ー
、
横
断
幕
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
、
帽
子
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の
作
成
費
用
、
街
頭
宣
伝
費
用
を
負
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担
し
て
、
民
意
を
反
映
し
公
正
な
選
挙
が
で
き
る
よ
う
応
援
し
た
。
草
の
根
で
担
当
し
た
分
は
約
九
〇
五

万
円
で
あ
る
。
調
印
式
は
二
〇
〇
六
年
九
月
一
九
日
に
行
わ
れ
た
。

　
二
〇
〇
六
年
一
一
月
五
日
の
選
挙
で
は
、
サ
ン
デ
ィ
ニ
ス
タ
の
候
補
ダ
ニ
エ
ル
・
オ
ル
テ
ガ
が
一
六
年

ぶ
り
に
大
統
領
に
再
選
さ
れ
た
（
コ
ラ
ム
５
参
照
）
。

コラム5
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　第５章　具体的事例

八
　
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
事
例

　
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
は
前
述
し
た
よ
う
に
、
通
常
は
案
件
の
中
間
、
完
了
時
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
三
回
行

わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
具
体
的
事
例
（
本
章
第
六
節
）
で
取
り
上
げ
た
農
村
女
性
養
蜂
支
援
計
画
を
用
い
て
完

了
時
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
調
査
の
例
を
紹
介
す
る
。
完
了
時
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
は
調
査
用
紙

が
定
ま
っ
て
い
て
、
調
査
員
は
そ
れ
に
記
入
す
る
。
視
察
日
、
視
察
者
氏
名
、
面
会
者
、
サ
イ
ト
視
察
の

有
無
、
ほ
か
の
面
談
者
の
氏
名
を
書
い
た
の
ち
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
内
容
欄
は
、
（
イ
）
事
業
の
完
了
時
期
、

こ
れ
は
事
業
に
遅
れ
が
出
た
か
ど
う
か
の
チ
ェ
ッ
ク
、
（
ロ
）
建
物
、
機
材
の
据
え
付
け
状
況
、
（
ハ
）
広

報
協
力
、
こ
れ
は
お
も
に
日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
マ
ー
ク
の
つ
い
た
ス
テ
ッ
カ
ー
が
機
材
に
貼
っ
て
あ
る
か
ど
う

か
、
建
物
に
両
国
国
旗
の
付
い
た
銘
版
が
は
め
込
ま
れ
て
い
る
か
ど
う
か
、
（
ニ
）
申
請
団
体
の
実
施
体

制
・
維
持
管
理
体
制
に
つ
い
て
、（
ホ
）
フ
ォ
ロ
ー
す
べ
き
点
、（
ヘ
）
特
記
事
項
、
の
項
目
が
あ
る
。
特
記

事
項
の
欄
で
は
、
特
に
気
の
つ
い
た
こ
と
、
関
係
者
か
ら
の
要
望
、
問
題
点
・
注
意
事
項
等
を
記
載
す
る
。

さ
ら
に
、
視
察
時
の
写
真
や
資
料
（
新
聞
で
紹
介
さ
れ
た
場
合
な
ど
の
切
り
抜
き
）
を
付
け
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。

　
農
村
女
性
養
蜂
支
援
計
画
は
、
大
使
館
で
調
印
式
が
執
り
行
わ
れ
た
の
が
二
〇
〇
三
年
一
二
月
四
日
で
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あ
っ
た
。
完
了
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
は
二
〇
〇
四
年
一
一
月
二
六
日
に
行
わ
れ
た
。
こ
の
日
は
、
同
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
よ
る
農
村
女
性
を
対
象
と
す
る
第
一
期
養
蜂
研
修
会
が
、
二
〇
〇
四
年
二
月
九
日
に
始
ま
り
、
上

級
コ
ー
ス
が
終
了
し
た
日
で
も
あ
っ
た
。
調
査
を
行
っ
た
委
嘱
員
は
、
事
業
の
完
了
時
期
（
前
述
イ
）
に
つ

い
て
、「
予
定
よ
り
遅
れ
た
」
と
し
て
い
る
。
原
因
は
、
蜂
蜜
の
収
納
に
使
う
防
錆
加
工
樽
が
ニ
カ
ラ
グ
ア

国
内
に
な
く
コ
ス
タ
リ
カ
か
ら
輸
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
時
間
が
か
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
濾
過
紙
フ
ィ
ル

タ
ー
も
国
内
に
な
く
米
国
か
ら
輸
入
す
る
た
め
に
時
間
が
か
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
建
物
・
機
材
（
同
ロ
）

は
す
べ
て
揃
っ
て
い
て
問
題
な
し
。
広
報
協
力
（
同
ハ
）
も
ス
テ
ッ
カ
ー
や
銘
版
は
付
い
て
い
る
。
団
体
の

実
施
体
制
・
維
持
管
理
体
制
（
同
ニ
）
は
問
題
な
し
。
フ
ォ
ロ
ー
す
べ
き
点
（
同
ホ
）
は
と
く
に
な
い
と
し

て
い
る
。
完
了
時
期
が
若
干
遅
れ
た
点
は
、
止
む
を
得
な
い
事
情
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
案
件
の
終
了
式

は
、
前
述
し
た
よ
う
に
筆
者
も
出
席
し
て
二
〇
〇
五
年
二
月
一
六
日
に
執
り
行
わ
れ
た
。

　
草
の
根
援
助
は
作
っ
た
ら
お
終
い
で
は
な
く
、
完
成
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
計
画
ど
お
り
管
理
・
運
営

さ
れ
受
益
者
が
そ
の
便
益
を
享
受
し
て
い
る
か
ど
う
か
が
一
番
重
要
で
あ
る
。
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
調
査
は
、

ニ
カ
ラ
グ
ア
で
は
二
〇
〇
三
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
。
過
去
に
行
っ
た
案
件
に
つ
い
て
サ
イ
ト
視
察
を
行
い
、

関
係
者
に
面
談
を
し
て
案
件
が
受
益
者
の
た
め
に
な
っ
て
い
る
か
、
不
正
な
使
用
は
な
い
か
、
建
築
物
の

場
合
老
朽
化
の
度
合
い
、
問
題
個
所
等
の
指
摘
を
行
う
。
こ
の
調
査
に
も
予
め
調
査
用
紙
が
定
め
ら
れ
て
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い
て
、
そ
れ
に
記
入
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
調
査
用
紙
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
概
要

の
あ
と
、
視
察
の
欄
で
申
請
者
へ
の
面
会
、
関
係
者
・
受
益
者
へ
の
面
談
、
サ
イ
ト
視
察
の
有
無
を
書
き
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
評
価
の
欄
で
（
イ
）
目
的
の
達
成
度
、
（
ロ
）
イ
ン
パ
ク
ト
、
（
ハ
）
維
持
・
管
理
体
制
、

（
ニ
）
案
件
の
意
義
・
妥
当
性
、
に
つ
い
て
五
段
階
（
ａ
か
ら
ｅ
）
で
評
価
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ま

た
特
記
事
項
の
欄
で
は
、
完
了
時
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
同
様
に
、
と
く
に
気
の
つ
い
た
こ
と
、
関
係
者
か
ら

の
要
望
、
問
題
点
・
注
意
事
項
等
を
記
載
す
る
。
さ
ら
に
、
視
察
時
の
写
真
や
資
料
（
新
聞
で
紹
介
さ
れ
た

場
合
な
ど
の
切
り
抜
き
）
を
付
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
農
村
女
性
養
蜂
支
援
計
画
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
調
査
は
、
終
了
式
か
ら
約
一
年
た
っ
た
二
〇
〇
六
年
三

月
八
日
に
行
わ
れ
た
。
第
一
回
研
修
生
は
二
二
名
が
卒
業
し
、
終
了
時
に
米
州
農
業
協
力
機
構
（
Ｉ
Ｉ
Ｃ

Ａ
）
の
協
力
に
よ
り
巣
箱
が
全
員
に
供
与
さ
れ
養
蜂
を
開
始
し
た
。
そ
の
後
研
修
修
了
生
が
ド
ゥ
ル
セ
・
ミ

エ
ル
養
蜂
協
同
組
合
を
結
成
し
、
生
産
し
た
蜂
蜜
の
販
路
を
拡
大
す
る
た
め
に
Ｉ
Ｉ
Ｃ
Ａ
に
再
度
協
力
を

求
め
た
。
視
察
日
は
正
に
こ
の
協
力
の
た
め
の
契
約
調
印
日
で
あ
り
、
ア
ナ
ベ
ル
・
ト
ー
レ
ス
Ｃ
Ａ
Ｎ
Ｔ

Ｅ
Ｒ
Ａ
理
事
長
、
ヘ
ラ
ル
ド
・
エ
ス
ク
デ
ロ
Ｉ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ニ
カ
ラ
グ
ア
支
部
長
、
マ
リ
ア
・
メ
ル
セ
デ
ス
・
ド

ミ
ン
ゲ
ス
養
蜂
協
同
組
合
長
が
集
ま
っ
た
。
調
査
用
紙
に
よ
れ
ば
こ
の
案
件
の
評
価
は
、
目
的
の
達
成
度

ｂ
（
十
分
達
成
さ
れ
た
）
、
イ
ン
パ
ク
ト
ａ
（
予
想
以
上
に
高
い
）
、
維
持
・
管
理
体
制
ｂ
（
良
好
）
、
案
件
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の
意
義
・
妥
当
性
ａ
（
非
常
に
高
い
）
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
高
い
評
価
は
、
二
〇
〇
六
年
に
行
わ
れ
る
第

二
回
研
修
会
の
用
意
で
申
請
団
体
Ｃ
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ａ
が
農
村
女
性
の
た
め
に
奮
闘
し
て
い
る
こ
と
、
案
件

の
実
施
さ
れ
た
マ
テ
ア
レ
市
と
ベ
レ
ン
市
に
お
い
て
養
蜂
研
修
生
に
限
ら
な
い
住
民
か
ら
の
養
蜂
事
業
へ

の
協
力
や
参
加
が
申
し
だ
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
に
拠
っ
て
い
る
。
国
際
機
関
の
Ｉ
Ｉ
Ｃ
Ａ
に
話
を
つ
な

げ
、
生
産
さ
れ
た
蜂
蜜
の
販
路
拡
大
（
輸
出
）
ま
で
に
案
件
が
成
長
し
て
い
る
の
も
頼
も
し
い
こ
と
で
あ
る

と
評
価
さ
れ
た
。

　
一
方
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
調
査
に
よ
り
新
事
実
が
見
つ
か
る
こ
と
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
ゴ
ミ
収
集
車

の
案
件
で
は
、
市
役
所
が
約
束
し
た
収
集
車
の
管
理
運
営
の
た
め
の
収
集
業
務
独
立
採
算
制
は
、
多
く
の

市
で
そ
こ
ま
で
達
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
ゴ
ミ
収
集
車
の
目
的
外
使
用
（
人
や
物
の
運
搬
）
も
頻
繁
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
該
当
市
よ
り
二
〇
〇
四
年
よ
り
目
的
外
不
使
用
の
誓
約
書
を
取
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ま
た
、
計
画
時
に
想
定
さ
れ
な
か
っ
た
出
水
に
よ
り
漏
水
や
湿
気
の
た
め
建
物
の
損
傷
が
著
し
い
ケ
ー
ス

も
あ
り
、
そ
れ
ら
は
修
理
案
件
と
し
て
再
度
草
の
根
援
助
で
取
り
上
げ
る
こ
と
に
な
る
（
二
〇
〇
五
年
度
の

例
で
は
、
表
四
―
六
、
五
三
番
の
カ
モ
ア
パ
市
少
女
保
護
施
設
改
善
計
画
）
。
こ
の
よ
う
に
時
々
想
定
外
の
事

態
が
起
き
た
り
す
る
が
、
草
の
根
援
助
全
体
と
し
て
は
、
そ
の
運
営
・
管
理
・
維
持
は
お
お
む
ね
良
好
に

推
移
し
て
い
る
。
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九
　
他
ド
ナ
ー
の
援
助
と
の
比
較

　
具
体
的
な
事
例
で
わ
か
る
よ
う
に
草
の
根
援
助
は
多
岐
な
案
件
を
網
羅
し
、
ま
た
そ
の
対
象
地
域
も
ニ

カ
ラ
グ
ア
全
土
に
わ
た
っ
て
い
る
。
こ
の
地
域
の
広
が
り
は
ほ
か
の
諸
国
の
援
助
を
凌
ぐ
も
の
で
あ
る
。

地
方
を
対
象
に
し
て
い
る
の
で
そ
れ
は
当
り
前
で
あ
る
が
、
往
々
に
し
て
援
助
は
首
都
な
い
し
そ
の
周
辺

に
集
ま
り
や
す
い
。
そ
こ
で
大
使
館
で
は
新
し
い
地
方
へ
の
開
拓
を
薦
め
、
地
域
の
重
複
を
避
け
る
よ
う

に
「
ニ
カ
ラ
グ
ア
方
式
」
で
工
夫
を
し
て
き
た
（
前
者
は
プ
ラ
ス
点
の
、
後
者
は
マ
イ
ナ
ス
点
の
加
算
）
。
そ

の
結
果
ニ
カ
ラ
グ
ア
北
部
や
南
・
北
大
西
洋
自
治
区
で
の
案
件
が
徐
々
に
増
え
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。
草

の
根
援
助
の
地
域
的
広
が
り
に
つ
い
て
は
、
米
国
大
使
館
か
ら
も
注
目
さ
れ
ど
う
や
っ
て
選
別
し
て
い
る

か
の
質
問
を
受
け
た
。
そ
こ
で
簡
単
に
他
の
国
の
ニ
カ
ラ
グ
ア
援
助
を
概
観
し
よ
う
。

　
ま
ず
米
国
の
ニ
カ
ラ
グ
ア
援
助
は
、
今
ま
で
は
技
術
協
力
に
力
を
入
れ
て
き
た
。
ニ
カ
ラ
グ
ア
で
は
五

つ
の
援
助
目
標
（
挑
戦
）
を
掲
げ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
（
一
）
安
全
と
平
和
、
（
二
）
ガ
バ
ナ
ン
ス
、
（
三
）

経
済
成
長
、
（
四
）
社
会
的
投
資
、
（
五
）
人
道
的
援
助
で
あ
る
。
と
く
に
民
主
化
支
援
の
た
め
に
多
く
の

専
門
家
を
派
遣
し
て
い
る
。
重
点
を
置
い
て
い
る
の
が
ニ
カ
ラ
グ
ア
の
司
法
改
革
で
あ
る
。
ニ
カ
ラ
グ
ア

で
は
裁
判
官
が
政
治
任
命
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
政
党
を
バ
ッ
ク
に
し
て
い
る
。
最
高
裁
判
所
の
判
事
も
政
党
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に
左
右
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
司
法
の
中
立
性
が
著
し
く
侵
さ
れ
て
い
る
。
米
国
は
米
州
機
構
（
Ｏ
Ａ
Ｓ
）
と

も
協
力
し
て
こ
う
し
た
点
を
直
そ
う
と
し
て
い
る
。
刑
法
、
刑
事
訴
訟
法
、
仲
裁
法
の
新
規
改
正
に
協
力

し
て
い
る
ほ
か
、
裁
判
官
任
命
制
度
も
改
革
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
一
方
、
最
近
で
は
日
本
の
一
般
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
無
償
に
当
た
る
援
助
が
出
て
き
た
。
貧
困
と
の
闘
い
、
貧
富
の
差
を
縮
め
る
た
め
の
特
別
援
助

で
「
ミ
レ
ニ
ア
ム
挑
戦
会
計
」
と
呼
ば
れ
る
。
ニ
カ
ラ
グ
ア
も
対
象
国
と
な
り
、
二
〇
〇
六
年
か
ら
五
年

間
に
わ
た
り
一
億
七
五
〇
〇
万
ド
ル
が
供
与
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
資
金
は
地
域
限
定
型
で
ニ
カ

ラ
グ
ア
の
場
合
、
チ
ナ
ン
デ
ガ
県
と
レ
オ
ン
県
を
中
心
に
、
と
く
に
道
路
網
の
整
備
に
使
わ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
市
場
経
済
は
物
資
の
運
搬
が
重
要
で
、
地
方
産
品
の
市
場
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
大
切
に
な
る
。

運
輸
イ
ン
フ
ラ
を
作
る
こ
と
は
成
長
・
所
得
増
へ
の
近
道
で
あ
る
。

　
台
湾
（
中
華
民
国
）
の
援
助
は
あ
る
意
味
で
非
常
に
わ
か
り
や
す
い
。
ニ
カ
ラ
グ
ア
と
外
交
関
係
を
有
し

て
い
る
の
で
そ
の
維
持
の
た
め
に
、
大
統
領
府
と
外
務
省
の
建
物
を
建
て
て
提
供
し
た
。
大
統
領
府
の
大

広
間
は
「
中
国
の
間
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
（
但
し
、
オ
ル
テ
ガ
政
権
に
な
っ
て
か
ら
こ
の
建
物
は
使
わ
れ
て
い

な
い
）
。
ま
た
中
米
全
体
で
コ
メ
は
大
量
に
消
費
さ
れ
て
い
て
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
で
も
稲
作
は
盛
ん
で
あ
る
。

そ
の
た
め
稲
作
技
術
の
移
転
が
台
湾
の
専
門
家
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。

　
ド
イ
ツ
の
援
助
は
、
一
般
的
に
、
（
一
）
社
会
的
公
正
、
（
二
）
経
済
力
向
上
、
（
三
）
環
境
的
バ
ラ
ン
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ス
、
（
四
）
政
治
的
安
定
を
め
ざ
し
て
行
わ
れ
、
分
野
的
に
は
、
環
境
保
全
、
教
育
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
人

権
等
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
ニ
カ
ラ
グ
ア
で
は
地
域
的
に
北
部
に
集
中
し
て
い
る
。
一
九
世
紀
初
頭
に
ド

イ
ツ
人
の
移
民
が
マ
タ
ガ
ル
パ
を
中
心
に
多
く
入
植
し
た
か
ら
で
あ
る
。
現
在
で
も
「
黒
い
森
」
（
セ
ル

バ
・
ネ
グ
ラ
）
と
い
う
ホ
テ
ル
が
残
っ
て
い
る
。
ま
た
ド
イ
ツ
は
、
上
下
水
道
、
環
境
保
全
、
地
方
分
権
を

重
点
に
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
ド
イ
ツ
国
旗
の
マ
ー
ク
が
付
い
た
水
道
施
設
、
貯
水
タ
ン
ク
に
よ
く
遭

遇
す
る
。
ま
た
専
門
家
派
遣
に
も
力
を
入
れ
て
い
て
、
地
方
の
市
役
所
や
養
護
施
設
に
お
い
て
ド
イ
ツ
人

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
見
か
け
る
。
Ｄ
Ａ
Ｃ
／
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
対
ニ
カ
ラ
グ
ア
経
済
協
力
実

績
（
支
出
純
額
ベ
ー
ス
）
で
ド
イ
ツ
は
、
二
〇
〇
三
年
（
一
億
二
九
〇
〇
万
ド
ル
）
と
二
〇
〇
四
年
（
二
億
七

八
〇
〇
万
ド
ル
）
に
お
い
て
ト
ッ
プ
で
あ
っ
た
。
因
み
に
二
〇
〇
一
年
は
ス
ペ
イ
ン
が
、
二
〇
〇
二
年
と
二

〇
〇
五
年
は
米
国
が
ト
ッ
プ
を
占
め
た
。
日
本
は
、
二
〇
〇
一
年
三
位
（
六
一
九
五
万
ド
ル
）
、
二
〇
〇
二

年
四
位
（
三
一
四
二
万
ド
ル
）
、
二
〇
〇
五
年
四
位
（
四
九
二
三
万
ド
ル
）
で
二
〇
〇
三
年
と
二
〇
〇
四
年
は

五
位
以
内
に
入
れ
な
か
っ
た
（
外
務
省
国
際
協
力
局
編
『
政
府
開
発
援
助
Ｏ
Ｄ
Ａ
国
別
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
二
〇
〇

七
』
二
〇
〇
八
年
三
月
）
。

　
デ
ン
マ
ー
ク
の
援
助
は
特
徴
が
あ
る
。
長
期
に
わ
た
り
農
村
道
路
の
開
発
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
も
所

得
の
低
い
南
・
北
大
西
洋
自
治
区
に
集
中
し
て
い
る
。
こ
れ
は
ニ
カ
ラ
グ
ア
に
お
い
て
太
平
洋
側
か
ら
大
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西
洋
岸
に
到
達
す
る
道
路
が
、
と
く
に
南
部
に
お
い
て
ま
だ
無
く
同
国
民
の
悲
願
だ
か
ら
で
あ
る
（
ブ
ル
ー

フ
ィ
ー
ル
ズ
に
達
す
る
道
路
。
な
お
日
本
は
ニ
カ
ラ
グ
ア
政
府
と
協
力
し
て
、
中
央
部
の
エ
ル
・
ラ
マ
か
ら
ク
ク

ラ
ヒ
ル
を
通
り
大
西
洋
岸
の
ラ
グ
ナ
・
デ
・
ペ
ル
ラ
ス
ま
で
「
見
返
り
資
金
」
を
利
用
し
た
農
村
道
路
を
開
通
さ
せ

た
）
。
同
時
に
こ
れ
ら
の
地
区
や
リ
オ
・
サ
ン
・
フ
ァ
ン
県
に
お
い
て
カ
カ
オ
栽
培
の
技
術
指
導
を
し
て

お
り
、
こ
の
生
産
物
を
市
場
へ
持
ち
出
す
ル
ー
ト
を
必
要
と
し
て
い
る
。
大
西
洋
岸
に
お
い
て
も
小
規
模

港
湾
施
設
や
運
河
の
整
備
を
行
っ
て
お
り
、
コ
ー
ン
・
ア
イ
ラ
ン
ド
に
も
桟
橋
を
建
設
し
た
。
こ
う
し
て

農
村
道
路
開
発
（
地
方
輸
送
）
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
一
九
九
九
年
か
ら
二
〇
〇
六
年
ま
で
に
一
九
〇
〇
万
ド
ル

が
投
下
さ
れ
、
三
八
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
農
村
道
路
建
設
、
一
二
の
桟
橋
・
船
着
場
建
設
、
九
の
橋
梁
建

設
、
三
八
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
既
存
農
村
道
路
の
定
期
的
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
達
成
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
に
よ

り
受
益
し
た
住
民
は
十
三
万
人
に
及
ん
だ
と
推
計
さ
れ
た
。
デ
ン
マ
ー
ク
が
他
の
国
の
行
わ
な
い
地
域
に

特
徴
の
あ
る
援
助
を
行
っ
て
い
る
の
は
大
変
参
考
に
な
る
。

　
最
近
の
援
助
動
向
と
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
援
助
か
ら
財
政
支
援
の
資
金
提
供
型
援
助
へ
の
動
き
が
あ

る
。
と
く
に
こ
れ
ら
は
、
世
界
銀
行
、
Ｅ
Ｕ
代
表
部
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ス
イ
ス
、
北
欧
諸
国
を
中
心
に
進
め

ら
れ
て
い
る
。
援
助
の
資
金
を
相
手
国
政
府
の
財
務
省
に
渡
し
そ
の
使
途
や
管
理
は
相
手
国
に
任
せ
る
財

政
支
援
や
、
開
発
部
門
を
特
定
し
て
そ
こ
に
各
国
の
援
助
資
金
を
プ
ー
ル
し
、
相
手
国
政
府
が
用
い
る
セ
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　第５章　具体的事例

ク
タ
ー
・
ワ
イ
ド
・
ア
プ
ロ
ー
チ
が
そ
れ
ら
で
あ
る
。
こ
の
背
景
に
は
、
援
助
は
金
と
人
手
が
か
か
る
と

い
う
こ
と
が
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
比
較
的
小
さ
い
国
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
援
助
の
実
行
管
理
に
必
要

な
資
金
と
人
手
を
負
担
で
き
な
く
な
っ
て
き
た
こ
と
が
あ
る
。
相
手
国
政
府
に
資
金
の
管
理
・
運
用
を
任

せ
ば
言
葉
の
問
題
も
な
く
、
そ
の
国
の
自
主
性
を
尊
重
で
き
る
（
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
確
立
。
但
し
落
し
穴

は
、
相
手
国
政
府
の
実
行
能
力
）
。
ニ
カ
ラ
グ
ア
で
は
、
一
九
九
八
年
の
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
ミ
ッ
チ
被
害
以
降

援
助
が
急
増
し
た
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
援
助
が
主
流
で
あ
っ
た
。
し
か
し
最
近
で
は
財
政
支
援
も
行
わ

れ
出
し
て
き
た
。
Ｅ
Ｕ
代
表
部
を
中
心
と
し
て
オ
ラ
ン
ダ
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
な
ど
が
参
加
し
て
い
る
。
セ

ク
タ
ー
・
ワ
イ
ド
・
ア
プ
ロ
ー
チ
の
例
と
し
て
は
、
農
業
開
発
に
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ノ

ル
ウ
ェ
イ
、
ス
イ
ス
が
参
加
し
て
コ
モ
ン
・
フ
ァ
ン
ド
を
作
っ
て
い
る
。
こ
の
資
金
は
、
地
方
農
業
生
産

開
発
計
画
（
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｌ
）
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
日
本
は
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
行

動
規
範
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
に
な
っ
て
い
る
が
、
コ
モ
ン
・
フ
ァ
ン
ド
に
は
加
わ
っ
て
い
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
各
国
の
援
助
も
多
種
多
様
で
あ
る
が
、
日
本
の
草
の
根
援
助
の
よ
う
に
小
規
模
で
は

あ
る
が
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
全
土
を
網
羅
す
る
形
態
の
援
助
は
な
い
。
ま
た
地
方
の
住
民
か
ら
直
接
感
謝
さ
れ

る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
草
の
根
援
助
は
際
立
っ
て
い
る
。
な
お
、
日
本
の
草
の
根
援
助
に
お
い
て
他
の

ド
ナ
ー
と
の
協
調
案
件
の
例
も
あ
り
、
二
〇
〇
三
年
度
に
承
認
さ
れ
た
リ
オ
・
サ
ン
・
フ
ァ
ン
県
エ
ル
・
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カ
ス
テ
ィ
ー
ヨ
市
ボ
カ
・
デ
・
サ
バ
ロ
ス
保
健
所
建
設
計
画
に
お
い
て
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
オ
ラ
ン
ダ

お
よ
び
カ
ナ
ダ
と
協
力
し
て
火
事
で
焼
失
し
た
同
保
健
所
の
建
設
を
行
っ
た
。
ボ
ラ
ー
ニ
ョ
ス
大
統
領
の

南
部
地
方
視
察
に
合
わ
せ
て
二
〇
〇
六
年
三
月
三
〇
日
に
こ
の
竣
工
式
が
行
わ
れ
、
筆
者
も
参
加
し
た
。

　
各
国
援
助
の
実
態
の
一
部
に
つ
い
て
は
、
日
本
大
使
館
が
二
〇
〇
六
年
六
月
八
日
に
マ
ナ
グ
ア
に
お
い

て
開
催
し
た
セ
ミ
ナ
ー
「
経
済
協
力
―
成
長
か
貧
困
削
減
か
」
の
報
告
書
（E

m
bajada

delJapón,C
reci-

m
iento

o
reducción

de
la

pobreza,
2006

お
よ
び
日
本
大
使
館
の
ホ
ー
ム
・
ペ
ー
ジhttp://w

w
w

.ni.em
b-

japan.go.jp
/esp
/index

esp.htm

を
参
照
）
に
お
い
て
、
日
本
の
ほ
か
、
オ
ラ
ン
ダ
、
米
国
（
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｄ
）
、

カ
ナ
ダ
（
Ｃ
Ｉ
Ｄ
Ａ
）
、
ロ
シ
ア
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
世
界
銀
行
の
対
ニ
カ
ラ
グ
ア
援
助
な
い
し
開
発
へ
の
取

り
組
み
方
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で
参
照
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
の
報
告
書
は
西

語
で
あ
る
。
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